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問�

　
経
済
的
に
厳
し
い
非
課

税
世
帯
や
低
所
得
者
、
高

齢
世
帯
、
子
育
て
世
帯
を

は
じ
め
多
方
面
に
わ
た
る

支
援
策
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
。

答
（
市
長
）�

　

各
分
野
に
お
い
て
様
々

な
経
済
対
策
を
実
施
し
て

い
る
が
、
生
活
者
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
動

向
、
他
の
自
治
体
の
実
施

状
況
等
を
踏
ま
え
対
策
を

講
じ
る
。

問�

　
昨
今
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
わ
た
る
物
価
高
騰
の
現

状
の
認
識
は
。

答
（
市
長
）�

　

物
価
指
標
と
な
る
最
新

の
デ
ー
タ
で
は
、
特
に
電

気
や
ガ
ソ
リ
ン
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
食
品
な
ど
が
増
加

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
相

当
の
影
響
が
出
て
来
る
と

予
測
し
て
い
る
。

問�

　
市
民
生
活
に
与
え
る
影

響
や
市
内
経
済
へ
の
波
及

は
。答

（
市
長
）�

　

い
ろ
ん
な
方
面
に
出
て

来
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
協
議
を
し
た
り
、
12

月
補
正
や
新
年
度
予
算
に

反
映
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

市
長	

国
や
県
の
動
向
と

	

　
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
せ
ず
に

瀧本 孝一 議員

物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
へ
の

　
　
　
　
　
影
響
や
支
援
策
は

銀河鉄道のモデルの
達曽部川橋梁の認識は

一問一答方式

問�

　
平
成
14
年
に
岩
手
県
初

と
し
て
、
日
本
土
木
学
会

か
ら
認
定
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
釜

石
線
の
宮
守
川
橋
梁
と
達

曽
部
川
橋
梁
の
存
在
価
値

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

め
が
ね
橋
も
岩
根
橋
も

好
き
で
あ
り
、
貴
重
な
土

木
遺
産
だ
と
認
識
し
て
い

る
。問�

　
詩
人
・
宮
沢
賢
治
が
河

原
に
寝
転
び
、
銀
河
鉄
道

の
夜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

と
い
わ
れ
る
、
遠
野
市
の

西
の
玄
関
の
岩
根
橋(

達

曽
部
川
橋
梁)

の
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
26
年
に
草
刈
り
な

ど
を
し
た
経
緯
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
議
員
も

市
も
行
動
し
て
、
声
を
上

げ
て
、
率
先
し
て
や
っ
て

行
く
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

問�

　
橋
梁
の
対
岸
の
花
巻
市

東
和
町
の
野
金
山
地
区

に
、
当
市
の
財
政
負
担
も

視
野
に
入
れ
、
写
真
愛
好

家
や
観
光
客
の
誘
致
に
繋

が
る
展
望
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

私
の
好
き
な
考
え
方
で

い
い
な
と
思
う
。
花
巻
市

長
と
も
よ
く
会
う
が
、
認

識
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
の
で
相
談
し
て
み

た
い
と
思
う
。

市長 	貴重な土木遺産であると
	 認識している

問�

　
市
内
高
校
の
魅
力
化
へ

支
援
し
て
い
る
が
、
遠
野

高
校
の
来
年
春
の
人
員
募

集
は
、ク
ラ
ス
減
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
の
検
証

は
。答

（
市
長
）�

　

１
ク
ラ
ス
減
の
条
件

が
、
こ
の
ち
ょ
っ
と
の
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
も
っ
と
手
段
は
あ
っ

た
と
感
じ
る
。

問�

　
市
内
２
高
校
と
３
者
協

定
を
締
結
し
た
背
景
は
。

答
（
市
長
）�

　

協
定
締
結

は
、
教
育
に
注

力
す
る
と
い
う

覚
悟
。
生
徒
の

募
集
魅
力
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー

ル
、
こ
れ
ら
を

一
緒
に
な
っ
て

進
め
、
子
ど
も

達
の
将
来
の
向

か
う
方
向
性
を

広
げ
た
い
。
今

年
度
は
市
内
高
校
生
の
台

湾
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

計
画
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
で
の
研
修
に
つ
い
て
も

相
談
を
し
て
い
る
。

問�

　
市
の
奨
学
金
制
度
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
所
得
条

件
が
不
要
、
給
付
型
奨
学

金
な
ど
、
充
実
を
期
待
し

た
い
。

答
（
市
長
）�

　

関
係
部
署
と
相
談
が
必

要
だ
が
、
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問�

　
文
科
省
は
、
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
（
通
称
・

学
力
テ
ス
ト
）
の
結
果
を

公
表
し
た
。
遠
野
の
子
ど

も
た
ち
の
状
況
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

非
常
に
遠
野
の
子
ど
も

た
ち
は
頑
張
っ
て
い
る
。

ど
の
教
科
に
お
い
て
も
、

学
習
に
臨
む
姿
勢
が
全
国

と
比
較
し
て
大
変
良
好
で

あ
る
。
家
庭
学
習
に
取
り

組
む
児
童
生
徒
の
割
合

も
、全
国
平
均
よ
り
高
い
。

本
市
の
児
童
生
徒
の
学
習

意
欲
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
今

後
の
学
習
学
力
の
向
上
に

も
期
待
で
き
る
。

問�

　

遠
野
の
子
ど
も
た
ち

に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を

し
て
い
き
た
い
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

授
業
中
に
確
実
に
学
習

内
容
を
理
解
し
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
よ
り
高
い
学
力

に
繋
が
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
1
単
位
時
間
や
単
元

の
学
習
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た

い
資
質
や
能
力
、
そ
の
た

め
の
手
立
て
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
資
質
能
力
を
確

実
に
身
に
つ
け
た
か
ど
う

か
、
適
切
に
見
取
り
、
評

価
す
る
。
そ
れ
を
授
業
の

改
善
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
大
切
と
認
識
し

て
い
る
。
中
学
校
ご
と
に

学
力
向
上
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
。
共
通
課

題
に
よ
る
授
業
改
善
に
加

え
、
今
年
度
は
家
庭
学
習

の
質
と
量
の
向
上
に
係
る

実
践
研
究
も
進
め
て
い

る
。
小
中
学
校
の
教
員
の

連
携
に
よ
る
授
業
力
改
善

を
図
り
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
家
庭
学
習
の
取

り
組
み
等
を
充
実
さ
せ
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

教
育
長	

遠
野
の
こ
ど
も
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
る
。

	
	

今
後
の
学
習
学
力
の
向
上
に
期
待

佐々木 恵美子 議員

遠
野
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て

一問一答方式

高校魅力化への支援、
これまでの検証と今後めざすこと

市長 	もっと、手段はあった。
	 　子ども達の将来の方向性を広げたい

その他の質問
◦�これまでの市政運営の
評価と課題、今後の展望
について

詩人・宮沢賢治が河原に寝転んで空を見上げ、銀河鉄
道を想像した達曽部川橋梁
草や樹木が繁茂し、撮り鉄ファンのためにも環境整備
が望まれる。

広報遠野 2022年 9月号より


